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ＪＡ共済連（全国共済農業協同組合連合会・代表理事理事長 柳井 二三夫）では、組合員・利用者の

皆さまが健康で安心して暮らせる豊かな地域社会づくりに貢献するため、食育イベント・農業体験の開

催支援や文化支援活動をはじめ、健康管理・増進活動や災害救援・復興支援、交通安全対策活動など、

地域の実情に応じたさまざまな活動にＪＡと一体となって取り組んでいます。 

この度、全国各地で実施しているこれらの地域貢献活動について取りまとめた冊子「ＪＡ共済 地域

貢献活動ＲＥＰＯＲＴ２０２１」を発行しました。本冊子では、ＪＡ共済の地域貢献活動アンバサダー

を務めるお笑い芸人・ティモンディが、全国各地で展開している活動を分かりやすく紹介するほか、本

会のＳＤＧｓの取組方針と地域貢献活動の関わりなどについても紹介しています。 

なお、本冊子は全国ＪＡに配布するほか、ＪＡ共済地域貢献活動ホームページ「ちいきのきずな」

（https://social.ja-kyosai.or.jp/contribution/Introduction.html）にて、８月１６日（月）から公開しています。 

 

＜ＪＡ共済 地域貢献活動ＲＥＰＯＲＴ２０２１のご紹介＞ 

■トピックス①：「コロナ禍における農業・地域への貢献」 

 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大で生じた課題の解決に向けて、医療・介護の現場を支

援するためのマスク・フェイスシールド等の寄贈や外出自粛者の健康増進を支援する『レインボー体操

スペシャル動画』の展開など、皆さまのお役に立てるような様々な取り組みを実施しました。 

■トピックス②：「地域・農業活性化に向けた自己改革の取り組み」 

  ＪＡグループでは、「食と農を基軸として地域に根差した協同組合」としての社会的役割を果たすた

め、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を基本目標に自己改革を進めています。

これを踏まえ、ＪＡ共済では、平成２８年度から、従来の「ひと」「いえ」「くるま」分野の地域貢献活

動に加えて、地域の事情に応じた「くらしや営農」に関する様々な活動にＪＡと一体で取り組んでおり、

本冊子では、令和２年度までの活動実績を解説しています。 

 （平成２８年度からこれまでの活動実績は参考１をご参照ください。） 

■トピックス③：「JA 共済の取り組みと SDGs が目指す世界」 

ＪＡ共済は、長年にわたり「一人は万人のために、万人は一人のために」という「相互扶助（助けあ

い）」を理念に「ひと・いえ・くるまの総合保障」の提供や地域貢献活動に取り組んでおり、このような

取り組みの一つひとつが「誰一人取り残さない」世界の実現に向けた SDGs の目指す理念につながるこ

とを、本会の SDGs 取組方針とともに紹介しています。 

  そのほか、令和２年度に地域の実情に応じて実施したさまざまな地域貢献活動（約４，２００件）の

主な事例についても、都道府県ごとにイラスト付きで紹介しています。。 

ＪＡ共済では、引き続き「相互扶助」の理念のもと、住み慣れた地域で、健康で安心して暮らせる豊

かな環境づくりに貢献するため、地域の皆さまとの絆を大切にしながら、「ひと・いえ・くるまの総合保

障」の提供と積極的な地域貢献活動の双方に取組んでまいります。  

N e w s  R e l e a s e 
「ＪＡ共済 地域貢献活動ＲＥＰＯＲＴ２０２１」を発行 

～全国各地で展開するさまざまな活動事例を紹介～ 

https://social.ja-kyosai.or.jp/contribution/Introduction.html
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《参考１：地域・農業活性化積立金を活用した各県域の活動実績：平成２８年度から令和２年度》 
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《参考２：地域貢献活動ＲＥＰＯＲＴ２０２１ SDGｓ取組方針に沿った地域貢献活動の紹介（目次）》 

 

 
 

 

 


